
福岡歯科大学同窓会主催 第35回学術講演会 
ハイブリッド開催 ( 現地開催 + 後日オンデマンド配信 ) 

これまでの50年、これから
の50年を考える歯科医療 
2 0 2 3年 2月 2 6日（日）9 : 3 0～ 1 6 : 3 0  

オンデマンド配信期間：３月８日（水）～　３月２１日（火）の２週間 
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演者の臨床には「抜歯か？保存か？の判断基準」など無いに等しいと言えます。われわれ歯
科医師の仕事とは、たとえ残せる可能性が数％であったとしても、その歯の保存に一度は全
精力を注ぎ込まなくてはならないからです。今回は、そのChallenging Caseを提示すること
にします。

Challenging periodontal regenerative therapy for severe case

歯周治療

白石歯科医院　白石　和仁　先生（９期）

過去50年の間に、遊離端欠損の可撤性部分床義歯のコンセプトは、フレキシブルサポートか
らリジッドサポートへと変遷し、多くの種類の維持装置が考案されてきた。オッセオインテグ
レーションインプラントの登場によって、固定性の修復が可能になってきた。本講演では、こ
れまで経験してきた欠損補綴法の変遷について解説する。

欠損補綴治療の進歩と未来インプラント治療

福岡歯科大学　咬合修復学講座　口腔インプラント学分野　城戸　寛史　先生（６期）

咬合に問題を抱えている患者に対して良好な口腔内環境を永続させるためには、顎口腔系の調
和を図る必要がある。今回は様々な病態を分類し、それぞれが持つ特徴と治療のポイントを解
説してみたい。

咬合再構成を極める歯列不正、歯周疾患、多数歯欠損を読み解く

うえだ歯科医院　上田　秀朗　先生（５期）

包括歯科治療

歯科医師が多くの臨床経験を積み、研鑽することで臨床的な感覚は研ぎ澄まされて向上す
るが、数多くの患者の診療を行うことや年齢的な衰えによって感覚歯科治療にミスや欠落
が出てくるようになる。本講演では、歯科臨床における様々な状況で、マイクロスコープや
デジタル機器を用いた精密歯科診療の必要性を演者の私見を元に解説したい。

今、必要とされる精密歯科診療の必要性 
 -感覚治療から確認治療による臨床経験の研鑽-

松永歯科クリニック　松永 興昌　先生（16 期）

精密歯科治療

オンデマンド配信あり　

福岡歯科大学同窓会主催　第３５回学術講演会　

講演会場での注意事項 
・会場、展示ブースでの飲食は、厳禁です。一階の食堂（TOMATO)をご利用下さい。 
・館内、大学敷地内での喫煙はご遠慮ください。 
・学部棟、病院等内に無断で出入りすることは出来ません。 
・休憩時間は、業者展示ブースをご覧ください。
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ごあいさつ
本日は、第35回福岡歯科大学同窓会主催学術講演会にご参加いただき誠に有り難うございます。福岡歯科大学開校50周
年を記念して「これまでの50年、これからの50年を考える歯科医療」をメインテーマに企画いたしました。福岡歯科大
学卒業の著名な4名の講師に、それぞれのテーマから「卒業して何を学び、何を重んじて歯科臨床を研鑽され、歯科医療
を行われているのか？」をご教授していただきます。2022年7月に完成しました50周年記念講堂にて、新型コロナウイ
ルス感染対策を施しながらのリアル講演会と会場に来れない方のために後日オンデマンド配信も行ないます。どうか最
後までご聴講いただき、明日からの歯科臨床に役立てていただければ幸いに存じます。 

プログラム
9:00 ～ 9:30 開場

9:30 ～ 9:35
司会: 西耕作
会長挨拶: 吉永修

座長: 松永興昌

9:35 ～ 10:40 講演1　白石和仁 先生 Challenging periodontal regenerative therapy for severe case

10:40 ～ 10:50 質疑応答

10:50 ～ 11:00 休憩

11:00 ～ 12:05 講演2　城戸寛史 先生 欠損補綴治療の進歩と未来

12:05 ～ 12:15 質疑応答

12:15 ～ 13:30 昼食休憩
• レストランTOMATOにて昼食のお弁当をご用意します。
• レストラン以外は、飲食禁止となりますのでご協力お願いします。
• 学内・病院見学ツアーも開催します。

13:30 ～ 14:35 講演3　上田秀朗 先生 咬合再構成を極める歯列不正、歯周疾患、多数歯欠損を読み解く

14:35 ～ 14:45 質疑応答
14:45 ～ 15:00 休憩

15:00 ～ 16:05 講演4　松永興昌先生
今、必要とされる精密歯科診療の必要性 

-感覚治療から確認治療による臨床経験の研鑽- 

16:05 ～ 16:15 質疑応答

16:15 ～ 16:20 副会長挨拶: 上田秀朗　

16:30 ～ 講演会終了

• 本講演のオンデマンド配信は2023年3月8日～21日まで行います。 
• 後日、本講演会にお申込時に登録されたメールアドレスにURL、パスワードをご案内いたします。
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Challenging periodontal regenerative 
therapy for severe case 

白石歯科歯周再生クリニック　 
白石　和仁 先生　(9期)  

演者の臨床には「抜歯か？保存か？の判断基準」など無いに等しいと言えます。われわれ歯科医
師の仕事とは、たとえ残せる可能性が数％であったとしても、その歯の保存に一度は全精力を注ぎ
込まなくてはならないからです。 
臨床には「Evidenceに縛られないChallenge」も必要です。なぜならば、それ無くして術者側の

技術の進歩と向上は成しえないからです。 
Evidenceになるまで待つのか、それとも自身で道を切り開いていくのか、それは術者の考え方

次第ですが演者は常に後者を選択して臨床を続けてきました。今回はそのChallenging Caseを提
示することにします。

略歴 
1987年　福岡歯科大学卒　同第二補綴学講座入局 
1989年    熊本市鳥取歯科医院勤務 
1992年　 北九州市にて開業 
2015年　白石歯科歯周再生クリニックへ屋号変更 

所属 
日本歯周病学会認定歯周病専門医 

日本臨床歯周病学会認定医 
日本顎咬合学会指導医 
日本審美歯科協会会員 
日本口腔インプラント学会会員 
日本包括歯科臨床学会会員 
北九州歯学研究会会員 
筒井塾包括臨床コース　講師 
３ iインプラント公認メンター

株 式 会 社 システム開発
TEL0985-22-1168本 社： 宮崎市大橋3丁目101番地1号

鹿児島支社： 鹿児島市真砂町84-1 MIKI BLD202 TEL099-285-1030
大 分 支社： 大分市顕徳町1丁目14-1 河邉ﾋﾞﾙ103 TEL097-538-6163

レセプトコンピュータ
歯周検査ソフト ／ 予約管理システム

講演　1 9:35 ～ 10:40

福岡デンタル販売株式会社 　~Fukuoka Dental Sales,.Inc.~

お得意先の繁栄に責任をもつ

本　　　　社　〒813-0034 福岡県福岡市東区多の津４丁目 7－5 KN センタービル 1F
TEL : 092-629-1491 FAX : 092-629-1494 - www.fdental.co.jp -

企業理念及び７つの誓い

私たちは、あなたと取引して
 　　　　　「本当に良かった」という関係を築きます。

私たちは、歯の健康を推進するパイプ役として、
 　　　　　自己の経営体質をきびしく追求します。
私たちは、お得意先の声を心を開いて聞きます。

私たちは、よき情報を早く提供します。

私たちは、問題解決の為に共に努力します。

私たちは、お得意先を常に 「我が身」と思って行動します。

私たちは、お得意先の繁栄に責任を持つために、
　　　　　どうしても九州で最良の企業にならねばならない。

ホームページ

Fukuoka Dental Sales,Inc.
福岡デンタル販売株式会社
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欠損補綴治療の進歩と未来
福岡歯科大学　咬合修復学講座　口腔インプラント学分野 

城戸　寛史　(6期) 

私が福岡歯科大学を卒業して歯科医師になったのは、1984年のことなので、約40年前になる。
当時は、遊離端欠損の可撤性部分床義歯のコンセプトとして、フレキシブルサポートのコンセプト
がやや優勢な雰囲気があり、アタッチメントを販売している業者のカタログにはフレキシブルな機
構をもったダルボアタッチメントやASC52のどのアタッチメント主力商品として掲載されていた。
しかし、フレキシブルな装置によって義歯の挙動を許容すると装置の破損や支台歯への有害な力が
大きくなることがわかってきた。やがて、リジッドサポートのコンセプトが臨床に広く採用される
ようになり、クラトビルのRPIやリジッドな機構をもつアタッチメント、リジッドサポートの代表
といえるコーヌスクローネ義歯が主力となった。インプラント治療は長い間、少し胡散臭い治療法
というイメージがつきまとったが、ブローネマルクらが開発したオッセオインテグレーションタイ
プのインプラントの登場で、一気に信頼性が高まった。本講演では、これまで経験してきた欠損補
綴法の変遷について解説する。

略歴 
1984年3月  福岡歯科大学卒 
同年　4月  九州歯科大学　（歯科補綴学第１講座）助手 
1995年4月～1996年3月　アメリカ合衆国カリフォルニア州 

ロマリンダ大学　海外研修員 
1999年3月　福岡歯科大学口腔インプラント学分野　講師 
2001年3月　福岡歯科大学口腔インプラント学分野　准教授 
2012年1月　福岡歯科大学口腔インプラント学分野　教授 
現在に至る 

 主な所属学会 
日本口腔インプラント学会　専門医　指導医　代議員 
顎顔面インプラント学会　指導医　理事 
日本補綴歯科学会　専門医　指導医  
日本スポーツ歯科医学会　理事

講演　2 11:00 ～ 12:05

全科実例による社会保険

歯科診療

全科実例による社会保険

歯科診療

書籍版
二つのバージョン
定
番
の！

令和5年4月版は

オンライン版

書 籍 版
定価11,000円（本体10,000円＋税10％）
　　 
定価14,300円（本体13,000円＋税10％）

ＱＲコードもしくはURLのリンク先をご参照ください ➡https://www.ishiyaku.co.jp/r/447300/

オンライン版新
し
く
！

令和5年

4月版

2023年4月上旬発行

220124_福岡歯科大学第35回学術講演会抄録集_A6.pdf   1   2023/01/24   12:59
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咬合再構成を極める 
歯列不正、歯周疾患、多数歯欠損を読み解く 

上田歯科医院 
上田　秀朗　先生　(5期)

臨床症状の有無に関わらず咬合に問題を抱えている患者は多い．そのような患者に対して良好な口腔
内環境を獲得し永続させるためには、不良な咬合関係を是正し、顎口腔系（顎関節、口腔周囲筋、歯・
歯周組織）の調和を図る必要がある．実際の患者では、歯列不正や歯周病、歯の欠損、パラファンク
ションなどの病因が混在し、また“健やかなエイジングの探求”のためには患者固有の個体差を考慮する
事が重要となる．さらに昨今では、患者の高い審美性の要求もあり、咬合再構成を非常に困難なものだ
と捉えがちである． 
そのような、咬合再構成を成功に導くポイントは、顎口腔系のどこに問題があるのかを明確に診査・
診断すること、そして、それに対して必要な手技を順序よく組み合わせて、効率的に治療を進めていく
ことである．  
今回は、患者の病態を『歯列不正』『歯周病』『多数歯欠損』に分類し、それぞれの特徴と治療のポ
イントがどこにあるのかを解説してみたい． 
 今回は、高齢期におけるインプラント治療や義歯治療について、それぞれのリスクやベネフィットを
示し、患者のライフステージに合わせた歯科医療の判断の重要性について述べたい。

略歴) 
１９８３年　福岡歯科大学卒業 
１９８３年　福岡歯科大学口腔外科第二講座研究生 
１９８７年　北九州市にて開業 
２０１０年　福岡歯科大学総合歯科学臨床教授就任 
２０１４年　USC Dentistry Adjunct Faculty　就任 
  
所属学会） 
日本顎咬合学会・前理事長・指導医 
日本口腔インプラント学会・代議員•専門医・指導医 
  
スタディーグループ） 
北九州歯学研究会前会長 
日本包括歯科臨床学会前会長 
Osseointegration Study Club of Japan元会長 
上田塾・主宰

講演　3 13:30 ～ 14:35

祝 福岡歯科大学同窓会第35回学術講演会

KIRG・九州インプラント研究会
（公社）日本口腔インプラント学会指定研修施設

（臨床系正会員施設）

・伊東歯科口腔病院 熊本市 伊東隆利（指・専）

・堀川歯科診療所 熊本市 堀川秀一（専） 堀川正（専）

・あべ歯科インプラントクリニック 大分市 阿部成善（指・専）

・土屋デンタルクリニック佐伯 大分県佐伯市 土屋直行（専）

・アイ・ティー・デンタルクリニック 千葉県袖ケ浦市飯島俊一（指・専）

・松井歯科医院 宮崎市 松井孝道（専）

・森永歯科クリニック 佐賀市 森永 太（専）森永大作（専）

・田中ひでき歯科クリニック 福岡市田中秀樹（専）

・竹田歯科医院 熊本県八代市 竹田博文（専）

・たけした歯科医院 福岡県古賀市 竹下文隆（指・専）

・添島歯科医院 熊本市 添島義樹（専）

・医療法人加来歯科 大分県中津市 加来敏男（専）

・原歯科医院 東京都立川市 原 俊浩（指・専）

・エス・アール・デンタルクリニック 東京都品川区佐藤隆太（専）

・永井歯科医院 宮崎県都城市 永井省二（専）

・土屋デンタルクリニック大分 大分市 土屋嘉都彦（専修）

・まき歯科医院 長崎県島原市 副島太悟（専）

・呉駅前歯科 矯正歯科クリニック 広島県呉市 小笠原一行（専）

（指）日本口腔インプラント学会指導医 （専）日本口腔インプラント学会専門医
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今、必要とされる精密歯科診療の必要性 
-感覚治療から確認治療による臨床経験の研鑽-  
松永歯科クリニック 審美・ インプラントセンター薬院  

松永 興昌 先生 (1 6 期)  

いまだ歯科医院の増加に伴う歯科界の環境は、厳しいものがある。患者獲得のために、歯科医師の
技術習得、最新機材の設置や医院での取り組みに工夫を凝らすなどの他院との差別化が必須とされて
いる。患者は、ホームページやSNSなどによって多くの情報を得ることができ、歯科医師の技量や医
院での治療方法を知り医院を選択する。近年では、マイクロスコープを用いた精密歯科診療やデジタル
機器を使った診断、さらにマウスピース矯正等が注目されている。どのような材料や機器が開発され
導入しても、歯科医師の基本的な知識や技術が備わってこそ、先進医療の提供が可能になると考えてい
る。歯科医師が多くの臨床経験を積み、研鑽することで臨床的な感覚は研ぎ澄まされて向上するが、
数多くの患者の診療を行うことや年齢的な衰えによって感覚歯科治療にミスや欠落が出てくるように
なる。本講演では、歯科臨床における様々な状況で、マイクロスコープやデジタル機器を用いた精密歯
科診療の必要性を演者の私見を元に解説したい。
略歴 
• 1994年  福岡歯科大学卒業  
• 1999年 九州歯科大学大学院歯学研究科補綴科 卒業 
• 2003年 ニューヨーク大学口腔インプラント科卒業  
• 2005年  福岡歯科大学 咬合修復学講座 冠橋義歯学分野 講師 
• 2007年  福岡歯科大学 口腔顔面美容医療センタ ー 講師 
• 2011年 松永歯科クリニック 審美インプラントセンター薬院 開業 
• 福岡歯科大学 咬合修復学講座 冠橋義歯学分野 臨床教授 

所属学会・資格・役職 
• 日本補綴歯科学会  専門医• 指導医 
• 日本口腔インプラント 学会  代議員 
• 日本審美歯科学会  評議員 
• デジタルデンティストリー学会 
• Academy of Osseointegration(AO) 
• ITIメンバー ITIjapanインプラント専門医 
アメリカ大学院同窓会( JSAPD) 
• 福岡歯科大学 同窓会学術委員長

講演　4 15:00 ～ 16:05

◆医師賠償責任補償制度　　　◆休業補償制度
◆学術講演会　◆弔慰金制度　◆各種補償制度

フリー
ダイヤル

名 古 屋 市 中 川 区 山 王 一 丁 目 ７ 番 地 2 4 号 　 山 王 ビ ル

しっかりとした安心を。
医療共済会 0120-351-153
http://www.ikyousai.jp

代理講演
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8

この度は、第35回福岡歯科大学同窓会主催学術講演会にご参加、ご視聴いただきましてありがとうございました。新しい50
周年記念講堂でのリアル参加とオンデマンド配信のハイブリッド講演会で、準備や運営の方で煩雑になることもありました
が、この講演会が先生方の歯科臨床にお役に立てれば幸いです。また、本講演会に際しご協力いただいきました協賛企業の
方々、関係各位の皆様、本当にありがとうございました。今後も有益な学術事業を企画しておりますのでよろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡歯科大学同窓会副会長　上田秀朗　　学術委員長　松永興昌 

福岡歯科大学同窓会 
〒814-0093福岡市早良区田村2丁目15-1 

☎:(092)863-2966 academic@fdc-dousou.com 
http://www.fdcnet.ac.jp/col/collink/alumnus/ 

今回の学術講演会を受講後に、今後の学術事業に反映させていただきますのでアンケートにご協力ください。

入れ歯の
キレイが続く

本社 〒811-1201福岡県那珂川市片縄 2-124
TEL.092-951-0021  FAX.092-951-0024
Web.https://www.fukusho41.co.jp

福翊株式会社
LINE 
公式アカウント

■一般的名称：可搬型手術用顕微鏡、手術用顕微鏡、
　架台式手術用顕微鏡、歯科口腔内カメラ( 一般/ 特管/設置)
■医療機器届出番号：13B1X00133000079　
■製造販売元：株式会社吉田製作所（東京都墨田区江東橋1-3-6）

8

mailto:academic@fdc-dousou.com


科研製薬株式会社

クインテッセンス出版株式会社

日本メディカルテクノロジー株式会社

株式会社カイマンデンタル

福翊株式会社

協賛企業展示ブース

株式会社ガイドデント 「ロゴ」

福岡デンタル販売株式会社

←講演会場

←講演会場

9
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第1回 2023-06-22 (木) 19:30～21:45 at 福岡県歯科医師会館視聴覚室 
咬合基礎理論と臨床的与え方

第2回 2023-08-24 (木) 19:30～21:45 at 福岡県歯科医師会館視聴覚室 
審美性を考慮した実践補綴  

第3回 2023-10-26 (木) 19:30～21:45 at 福岡県歯科医師会館視聴覚室 
インプラント治療の現状と到達点 

デジタル歯科治療や材料の発展で目まぐるしく変革をしている補綴治療は、たくさんの知識と技術を身につけないと臨床に対応できなくなって
きている。しかしながら、従来から重要とされている基本的な補綴治療を身につけていないと、新しい知識や技術を正しく習得することは困
難と思われる。 
本スキルアップセミナーでは、補綴治療のさまざまな分野から重要な基本事項と現状の到達点について解説していただきます。 
比較的経験の浅い先生や補綴治療の現状を改めて学び直したい先生方に是非参加していただきたいと思います。

園田デンタルクリニック 

筒井歯科医院 

福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野 

くきた歯科クリニック 

ごこちデンタルクリニック  

福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野 

福岡歯科大学咬合修復学講座インプラント学分野 

菊池歯科矯正歯科医院 

白土歯科医院

福岡歯科大学総合歯科学講座訪問歯科センター  

医療法人星樹会はち歯科医院 

医療法人福和会 別府歯科医院 訪問診療部

准教授　加倉加恵　先生 

理事長　菊池大輔　先生 

院長　白土　徹　先生

院長　久木田　大 先生 

院長　河島紘太郎 先生 

助教　高江洲　雄 先生

院長　園田晋平　先生 

院長　筒井祐介　先生 

教授　松浦尚志　先生

配信：2023.7.3(月)～7.16(日)

配信：2023.9.4(月)～9.17(日)

 配信：2023.11.6(月)～11.19(日)

座長：西　耕作先生

座長：青木隆宜 先生

座長：松永興昌 先生

第4回 2024-01-25 (木) 19:30～21:45 at 福岡県歯科医師会館視聴覚室 
最期まで関わる歯科医療～歯科訪問診療の今～

福岡歯科大学同窓会事務局   TEL 092-863-2966   FAX 092-863-2967  

e-mail   academic@fdc-dousou.com  https://fdc-dousou.com/
お申込みはこちらから→ 

https://fdc-dousou.com/2023_sus/

教授　森田浩光  先生 

院長　馬場　聡　先生 

副院長　中尾　祐　先生

配信：2024.2.5(月)～2.18(日)
座長：鈴木宏樹先生

臨床補綴治療の勘所2 0 2 3
福岡歯科大学同窓会主催 2023年度臨床スキルアップセミナー 

-  現在の到達点と知らないといけないスキル  -
福岡県歯科医師会会館視聴覚室での現地開催および、後日2週間のWEBオンデマンド配信 ver1.1
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